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第 74 回公益社団法人　日本診療放射線技師会　定期総会　報告
国民・医療者と協働し、質の高い医療を提供しよう

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
常務理事　芦葉　弘志

　平成 26 年 6 月 7 日（土）午前 11 時から「第 74 回　公益社団法人　日本診療放射線技師会　定期総会」
が日経ビル 3階　日経ホールにて開催された。
　はじめに、会長挨拶が行われ、表彰、総会運営委員会報告、議長選出、総会職員任命と続いた。
　報告事項として、平成 25 年度事業報告について会長が説明をした。まず、平成 23 年 3 月 11 日（金）
に発生した東日本大震災に対する取り組みとして、被災者健康支援連絡協議会に参加し、厚生労働省・内
閣府・総務省・文部科学省・日本医師会・医療関係団体と連携しながら支援を行うと共に、災害時におけ
る診療放射線技師の役割や大規模災害に対する取り組みについて検討した。さらに、平成 25 年度 9 月に
島根県、島根県診療放射線技師会および本会の三者で「放射線被ばく防止に関する包括的相互協力協定」
を締結し①原子力災害に関わる被ばく防止対策②医療現場における患者および医療従事者の被ばく防止対
策③放射線被ばくに関する知識の普及などについて連携して取り組み推進していくことを協定事項とし、
調印が行われたとの報告があった。
　平成 25 年度決算報告について財務担当理事より説明があった。
　その後質問に入り、埼玉県堀江代議員から報告事項について、定款と法人法に関する質問があり、休憩
後に担当理事から回答があった。
　午後の審議開始までの休憩時間には、日本画像医療システム工業会経済部会部会長　野口雄司先生によ
る、特別講演「平成 26 年度診療報酬改定と新たな課題」が行われた。午後には第 1号議案「平成 26 年度 
事業計画案について」、第 2 号議案「平成 26 年度 予算案について」が審議された。審議中には埼玉県潮
田代議員他から、放射線取扱主任者定期講習会に対する質問などがあり、担当理事より回答があった。そ
の後両議案共に可決された。第 3号議案「平成 26 年、27 年度役員選出について」の役員選挙が行われた。
選挙結果は以下の通り。
　【監事】新開英秀　小川利政　室野井廣
　【外部理事】豊田長康　衣笠達也　西貝圭子
　【地域理事】
　坂東道夫　阿部養悦　横田浩　篠原健一　佐野幹夫　轟英彦　北川明宏　廣木昭則
　【全国理事】（掲載順は、総会資料の順）
　橋本薫　児玉直樹　小川清　富田博信　北村秀秋　中澤靖夫　小田正記　畦元将吾
　江田哲男　小野欽也　原田信次　中村勝　熊代正行　小林一郎
　引き続き、理事会が開催され、会長、副会長が選任された。
　【会長】中澤靖夫
　【副会長】小川清　佐野幹夫
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